
平成23年4月
危機管理室

安全・安心のまちづくりについて

1　防災
　防災対策は、災害対策基本法のもと、区でrt樫或防災計画」を策定し推進している。（区の計画は、

都の計画に抵触しない内容で作ることとされている。）

（1）震災対策

○現伏首都直下型地震を想定｛区内ほ｛ま全域で震度6弱を観測

　　　O震災予防建物の耐震改修促進、防災まちづくり

　　　　　　　　　道路・橋りょうの整備、オープンスペースの確保

　　　　　　　¶’ライフライン施設（上下水道・電気・ガス・通悟など）の安全化

　　　　　　　　　地震火災等の防止、防災市民組織等の育成、防災訓練

　　　○発災時区ほ力崎政　災害対策本部の設置、震災救援所の開設、災害関連情報の鼠共

　　　　　　　　　　　　　　被災者の救出・救護、警備・交通規瓢消防、水・食料の供給

　　　　　　　　　　　　　　災害時要援護者への対応、帰宅困難者への対応、

　　　　　　　　　　　　　　ごみ・し尿がれき処恐応急住宅、教奮、被災建築物の謳渣

　　　　　　　　区民・事業所等　情報の把握、水・食糧3日程度の備蓄、相互間の協力・支援

○課題東日本汰震災をふまえた検証と見直し。ただし、都の防災計画との整合が必要。

②風水害対策

○目標河川・下水道の整備と雨水｝充出抑制対策を合わせて時間55ミリの降雨に対臨

O測犬河川：時閤30ミリ対応完成、50ミり対応に向けて整薦。

　　　　　　　環状7号線地下調節池完成僻留量：54万面

　　　　下水道：時間50ミリの整備水準力騰成

　　　　　　　和田弥生下水幹線（貯留量：15㎡院成、阿佐ヶ谷駅周辺浸水対策：貯留管整備中

　　　　雨水流出抑制：透水性舗装道路雨水｝魏訪｛亜設等の整備、水害に強い建物づくり

　　　　大雨洪水警報時：都市型災害対策緊急部隊による緊急対応活動

O課題近年、時折ゲリラ豪雨が発生。時間100ミリ超の降雨もあり、蔓なる対策が必要。

2　防　犯

　○現状

○課題

区内犯罪状況：8年前（平成14年）に比べ半減、特に空き巣は％％威

　　　　　　振り込め詐欺など高齢者を巻き込んだ犯罪が後を絶たない。

区の対応：①安全パトロール隊（警察OB笥によるバト日一ル活動（24時間365日）

　　　　　②防犯カメラの設置

　　　　　③防犯自主団体の設置促進とパトロール活動支援

　　　　　④「巡回安全パトロールステーション」の設置（平成23年度パ→

更なる犯罪｝f蹄虫特に高齢者を犯罪から守る。



安全・安心のまちづくり　主な指標

1　防災

　　○建物の不燃化率（平成18年度ゴ跡1用魔旙驕

杉並区 23区平均

440％ 607％

○建物の耐震化率

平成22年度末 目標（平成27年團

区立施設 97％ 憧oo％

区内建築物 77％ go％

○防災市民維織1平成23年1月31日現在1

○災割寺要鏡隻者（平成22年11月25B現在｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　愛の手鞭売持者（｛べ3度）、騰
　　　　者保健禰祉葡持者（｛へく3級1、難癒i諸、その他懸に支援を希望する雷。災害時1こ、安否確認や救援などに活思

　　　　　「登録者翻司は、原簿登載者に登録勧奨を行し＼登録されたソ」こは平常時から状況を把握レきめ細かな支暖を行う。

2　防犯

　　○犯罪件数

原簿登載者数 「登録者合帳」登録数

22266 7，267
※ 鐙簿登載割よ介護保腰者腰介護魅る｝、身体障害者手帳購者

平成14年 平成22年

全刑法犯罪件数 11」15 6，277

うち、空き巣 1，7q
237

うち、ひったくり 282 76

うち、振り込め詐欺 122（平成18年｝ 76

○防犯力メラ届け出数

平成17年度 平成22年度

区内設置施設数 220 379

カメラ台数 913 t836

○防犯自主団体の区への届け出数轍23年4月1日囎

組織数

144
登録者数

9700

※　警察へ届け出ている組織数は169

」


